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要 旨
富 山 県 内 の 国 立病 院 に 勤 務 す る 看 護 婦 122 名 を 対
象 に 質問紙留 置法で， 勤労意欲測定尺度， 充実 感 尺
度 を 用 い て 看護婦の充実感の勤労意欲への影響 を 検
討 し た 。 そ の結果， 1 ） 看護婦群で は 充実感 尺 度 の
下位概念で あ る 第 4 因子 （ 信 頼 ・ 時 間 的 展 望 因 子 ）
と ， 勤労意欲の下位概念 の モ チベ ー タ ー モ ラ ー ル と
業績規範 と の 間 に 有意 な 正 の相 関 を 示 し た 。 2 ） 第
1 因子 （ 充実感気分因子 ） と ハ イ ジ ー ン モ ラ ー ル で
有 意 な 正 の 相 闘 があ っ た 。 3 ） 第 2 因子 （ 自 立 ・ 自
信 因 子 ） と モ チ ベ ー タ ー モ ラ ー ル で有意 な 正 の 相 闘
があ っ た 。 4 ） 第 3 因子 （連帯 因 子 ） と ハ イ ジ ー ン
モ ラ ー ルで有意 な 負 の相 関 があ っ た 。 以上 よ り ， 充
実 感 の 高 い 看護婦 は 勤労意欲が高 い こ と が判 明 し た 。
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は じ め に
仕 事 に 対す る や る 気 は勤労意欲 I ） と さ れ， 労働者
が意欲 を 持つ こ と で職場 を 活性化 さ せ る こ と や離職
を 防 ぐ た め の 多 く の研究 2 7 ） が行わ れ て い る 。 一 方 ，
看護職の離職理由 と し て 「仕事内容への不満」 があ
げ ら れ， も っ と 充実感の得 ら れ る 職場で働 き た い 8)
と い っ た希望があ る こ と も 明 ら か に な っ て い る 。 大
野 9 ） は充実感 と は 自 己肯定的 な 感情であ る と し ， 自
己肯定 的 な 感情 は 勤労意欲へつ な がる と 考 え ら れ る 。
そ こ で ， 充実感の あ る 人 は ， 勤労意欲が高 い と い う
仮説 を 立て ， 看護婦 の充実感の勤労意欲への影響 に
つ い て 調 べ た 。
研 究 方 法
調査対象 ： 富 山 県 内 の 6 つ の 国公立病院の看護部
長 の協力 を 得て ， 看護婦 の職員 名 簿 か ら 無作為抽 出
川 西千恵美， 竹川 由希子， 上野栄一， 高 間静子
し た看護婦150人で， 有効 回 答 の 得 ら れた 122 名 を 母
集 団 と し た 。 対象者の背景は Table l に示 し た 。
Table 1 Subjects' Background 





1 4  1 1 .5 
1 08 88.5 
Exp���nce: 
than 3y陪． 22 1 8.0 
3・Sy陪． 28 23.0 
Syrs.or more 72 59.0 
Marital Status: 
Married 37 30.3 
Not married 85 69.7 
調査内容及 び測定道具 ： 看護婦の勤労意欲 と 充実
感 に つ い て 調 査 し ， 充実感の 勤労意欲への 影響 に つ
い て 調 べ る と 同 時 に ， 職階 ・ 経験年数等 の 変 数が ど
の よ う に影響す る か調 べ た 。 勤労意欲の測定 に は ，
三隅等10） の 勤労意欲測定尺度 を 用 い た 。 こ れ は ， モ
チベ ー タ ー モ ラ ー ル （仕事 に 対 す る 意 欲 ） ， ハ イ ジ
ン モ ラ ー ル （ 昇進， 昇給， 福 利厚生 な ど に 対 す る 満
足 ） ， チ ー ム ワ ー ク （ グ ル ー プ と の 一 体感 ） ， 会 合 評
価 （ 組織 の会 合 に 対す る 評価 ） ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン （ 職場 で の 意志疎通 の 度合 い ） ， メ ン タ ルハ イ ジー
ン （ 組織内 で の ス ト レ ス 感 ） ， 業績規範 （ 業 績 を あ
げ る 職場の雰囲気 ） の 7 つ の下 位概 念 で 構 成 さ れ て
い る 。 充実感の測定 に は 大野等 9 ） の充実感尺度 を 用
い た 。 こ れ は ， 第 1 因子が充実感気分 一 退屈 ・ 空 虚
感 因 子 ， 第 2 因 子が 自 立 ・ 自 信 ー 甘 え ・ 自 信 の な さ
因 子 ， 第 3 因子が連帯一孤立因子， 第 4 因子が信頼 ・
時間 的展望 ー 不信 ・ 時 間 的展望 の拡散 因 子 と い う 4
つ の 因子で構成 さ れて い る 。
調査方法お よ び分析 ： 質問紙留置法で調査者が配
布 し ， 1 週間 後 に 回収 し た 。 デー タ 解析 に は 「SPS
SJ を 使用 し ， 偏 相 関 係数 を 求め ， p < 0.05 の 場 合 を
統計的 に 有意 と し た 。
結 果
看護婦 の充実感 と 勤労意欲 と の 関 係 を Table 2 に
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示 し た 。 充実感尺度 の 下位概念で あ る 第 4 因 子 と モ
チ ベ ー タ ー モ ラ ルお よ び業績規範 と の 間 に 有意 な 正
の 相 関 があ っ た 。 一方 第 3 因子 と ハ イ ジー ン モ ラ ー
ル と の 間 で は 有意 な 負 の 相闘があ っ た 。
経験年 数 別 に み た 充 実 感 と 勤 労 意 欲 の 関 係 を
Table 3 に示 し た 。 3 年未満の看護婦 に お い て 第 2
因 子 と モ チ ベ ー タ ー モ ラ ー ル， 第 3 因子 と 会合評価
と の 聞 に 有 意 な 正 の 相 闘 があ っ た 。 3 ～ 5 年未 満 の
看護婦 で は充実感尺度の いずれ と も 有意 な 相 関 を 示
Table 2 Relationship between Nurses ' Morale 
and Their Fulfillment 
n= 1 22 
Fulfillment 
Morale 1 st factor 2nd factor 3rd factor 4th factor 
Motivate Morale 0.071 0.200’ -0. 1 16 0.31 7" 
��；�ne Mαale 0.21 2 ・ -0.054 ー0. 1 98 ・ 0.083 附rk 0. 1 27 -0 099 0回1 0.167 
�o的mt��nT;:i＼�n 0.071 ー00 1 9  0.023 0. 130 0 . 1 28 0.028 0.039 0. 1 34 
Men��5�yc3��：�on 0.048 0.046 0 . 1 77 -0.042 Busi 0.059 ー0.077 ー0033 0.201 ・
Pa内al correlation coeffiαent ・ p<0.05, ・ ・ p<0.01
the I st factor; fulfillment・boredom. the 2nd factor . self-reliance. 
con lid en田 － lack of confidence. the 3rd factor; solidarity - isolation. 
the 4th factor; reliance. perspective - faithlessness,nonperspective 
Table 3 Relationship between Nurses' Morale 




Morale Expe 1 st  2nd 3rd 4th 
Motivate Morale O～3 ・0. 1 80 0.536事 ・0091 0 056 
3～5 0.032 0 . 1 89 0.029 0.358 
5 ～  0. 1 07 0 . 1 68 -0. 1 85 0 33 1 ’ ・
Hygiene Morale O ～3 0.048 0.053 -0.334 0 . 1 31 
3～5 0. 1 92 ・00 1 5  -0. 1 82 -0.055 
5 ～  0 . 1 5 1  0.031 -0.099 0.028 
Teamwork O～3 
3～5 0 . 1 8 1 ・0063 0. 1 57 -0.092 
5 ～  0. 1 1 0 心089 0.000 0.250 ・
Meeting Eval O～3 ・0.252 0 . 1 08 0.554・ －0 044 
3～5 0.354 0.062 -0. 1 79 -0. 2 1 4  
5 ～  0.073＇ ・0076 -0.082 0.283 ・
Communication O～3 -0.092 0.205 0 061 0.078 
3～5 ・0.229 0 . 1 63 ー0087 -0.049 
5 ～  0.084 0.031 0.099 0. 1 53 
Mental Hygiene O～3 0 . 1 88 -0.052 0.093 -0 1 44 
3～5 0. 1 1 5  0.305 0. 188 ー0 260
5 ～  -0. 1 07 0.050 0.223 0 047 
Business Criterion O～3 0.叩8 ・0. 1 78 -0.008 ー0034 
3～5 0.031 0.01 3 0.002 0.078 
5 ～  0 . 1 0 1 ・0053 ー0058 0.280 ・
Partial correlation coefficient • p<0.05， 口 p<0.01
看護婦の就看護婦の社会的 ス キ看護婦の充実感の勤労意欲への影響
さ な か っ た こ と が特徴的 で あ っ た。 5 年以上 の看 護
婦 で は ， 第 4 因子 と モ チ ベ ー タ ー モ ラ ー ル等 と の 間
に 有 意 な 正 の 相 関 があ っ た 。
婚姻別 に み た 充実感 と 勤労意欲の 関 係 を Table 4 
に 示 し た 。 未婚 ・ 既婚の両群 と も に ， 第 4 因子 は モ
チ ベ ー タ ー モ ラ ー ル と の 聞 に 有意 な 正 の 相 関 があ っ
た 。
Table 4 Relationship between Nurses' Morale 
and Their Fulfi l lment by Marital 
Status 






1 st 2nd 3rd 4th 
Not married 0.061 0.251奪 ー0.074 0.338 . .  
Married 0.060 0.1 1 7 ・0.232 0.347 ・
Not married 0.247・ －0.01 2
Married 0 . 1 66 -0.096 
Not married 0.259 ・ －0. 1 20
Married -0. 1 75 ・0. 1 83
Not married 0.056 ・0.043
Married 0. 1 51 ・0.070 
Not married 0.204 0α）9 
Married 0.020 0 . 1 56 




0.042 0 . 1 3 1  
-0.096 0. 1 55 
-0.003 0 . 1 62 
0.099 0.045 




Mental Hygiene· Not married 0.058 0. 1 1 5  
Married 0.027 -0.009 0 . 1 53 0.01 1 
Business Criterion Not married 0.021 0. 1 21 0.003 0. 1 92 
Married 0 . 1 97 0.01 1 ・0. 1 97 0.247 
Partial correlation c閣情。白川 ・ p<0.05, •• p<0.01 
考 繋
看護婦の充実感 の 勤労意欲への影響 に つ い て み る
と ， 充実感気分の度合 を 測定 し て い る 第 l 因子 と ，
勤労意欲の下位概念のハ イ ジ ー ン モ ラ ー ル と の 聞 の
有意 な 正 の 相 関 は ， 充実感気分が高い看護婦は昇進 ・
昇給 に 対す る 満足 の た め の意欲が高い こ と を 意味 し
て い る 。 こ れ は 自 己肯定的 な 人 間川 は 自 己の環境 ，
能力 ， 未来等 に対 し て も 積極 的 な 人生観 を 持 っ て い
る こ と よ り ， 充実 し て い る と 感 じ て い る 人 は 昇給や
昇進等の仕事 に対す る 満足 の意欲が高い と い う 結果
に つ な が っ た も の と 考 え る 。
次 に 自 己 に対す る 信頼 と 将来 に対す る 展望 に つ い
て の傾 向 を み る ための第 4 因子 と モチベー タ ー モ ラ ー
ル， 業績規範 と の 聞 に 有 意 な 正 の 相 関 を 示 し た 。 第
4 因子 は 目 標， 希望， 使命感， 夢等 を 意味す る 9 ） こ
と か ら ， こ れ ら の 高 い 人 は成就欲求12） が高い と い う
こ と で あ る 。 成就欲求 と は物 事 を 成 し 遂げ， 成 功 し
た い と い う 欲求， 課題 を 遂行 し 成就 し よ う と す る 欲
求等の こ と であ る 。 こ れ ら の 欲求 は 人 間 の あ ら ゆ る
行動 を 支 え ， 原動力 と な り ， 方向づけ を す る （動機）。
以上の こ と よ り ， 第 4 因 子 の 高 い 人がモ チ ベ ー タ ー
モ ラ ー ルが高い の は ， こ の欲求が働 く 意欲 を 支 え て
い る と い う こ と を 表 わ し て い る と 考 え る 。 ま た ， 意
欲は常 に 未 来 に拠 り ど こ ろ を 持つ こ と 1 1 ） が明 ら か な
の で 第 4 因子 と 相 関 を 示 し た と 思 わ れ る 。
次 に 集 団 の 中 での連帯 一 孤立 の 傾 向 を 測定 し て い
る 第 3 因子 と ハ イ ジ ー ン モ ラ ー ル と の 聞 に有意 な 負
の 相 闘 があ っ た こ と は ， 連帯意識が高 く な る と 昇進，
昇給へ の 満足 の た め の意欲が低 く な る こ と を 示 し て
い る 。 こ れ は ， 集団凝集性 と 課題の重要性が同 調 に
影響す る 日｝ こ と か ら ， 組織 の 中 で連帯が感 じ ら れ た
な ら ば， 給与等 に対す る 満足 の た め の 勤労意欲 は 意
識化 さ れ な く な り ， 第3因子 の 高 い 人 で ハ イ ジ ー ン
モ ラ ー ル が低下 し た も の と 考 え る 。
経験年数別 に 勤労意欲 と 充実感 と の 関 係 を み る と ．
3 年未満の看護婦 で 第 2 因子 と モ チ ベ ー タ ー モ ラ ー
ル と の 間 に 有 意 な 正 の 相 関 を 示 し た 。 こ れ は ， 林
ら 14） が新 し い職務 に つ い た 個 人 は ， 職務の遂行方法
を 学習 す る だけ で な く ， 職場内 の規範， 新た な 同 僚
や上司 と の 人 間 関 係等 も 学習 し な く て は な ら な い の
で意欲 に燃 え て い る と 述べ て い る こ と か ら 説明 で き
る 。 ま た ， 第 3 因子 と 会合評価 に お いて有意な 正 の
相 聞 があ っ た 。 こ れ は ， 集団活動で は 集 団 の成 員 に
よ る 協力がそ の 目 標 を 達成す る た め に 不可欠15） で あ
り ， 先 に 述べ た 集 団 の 同調性 に よ り ， 連帯意識 の 高
い看護婦 で は ， 同 じ 目 標 を 持 っ た 成 員 内 で葛藤が生
じ に く い関 係 に あ り ， 会合評価 と の正 の相関が表 わ
れ た も の と 考 え る 。
3 年以上 5 年未満の看護婦で は ど の 因子 と も 有意
な 相 関 を 示 さ な か っ た 。 3 ～ 5 年経つ こ と で仕事 に
慣れ， 慣れる こ と で緊張 も と れ， 張 り 合いが少 な く
な り ， 満足 を 感 じ る こ と も 動機づ け を 感 じ る こ と も
少 な く な る 4 ） と の報告があ る こ と か ら ， 3 ～ 5 年 の
経験年数の結果 と し て表われた の で あ ろ う 。
5 年 以上の看護婦で第 4 因子 と モチベー タ ーモ ラ ー
ル と の 間 に 有 意 な 正 の相 関 を 示 し た 。 前述 し た よ う
に 時 間 的展望の 高 い 人 は成就欲求 も 高い と い え る の
で， こ の欲求 に よ り 動機づけが程 こ り ， モチベー タ ー
モ ラ ー ルが高 く な る と 考 え る 。 ま た ， 5 年以上 の 経
ρ0 ρhu 
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験があ る こ と で組織方針や職務内容 に つ い て も あ る
程度理解で き る よ う に な っ た り ， 経験に伴 な っ て 看
護 の 力 が発揮 さ れ成熟す る と い う 研究日） があ る よ う
に 周 囲 か ら の期 待 も 得 ら れ る た め ， さ ら に こ れが強
ま る と 考 え ら れ る 。
婚姻別 に 勤 労意欲 と 充実感 と の 関係 を み る と ， 未
婚者で は ， ハ イ ジ ー ン モ ラ ー ル と 第 1 因子 と の 聞 に
有意 な 正 の相 関 を 示 し た 。 未婚者 の特徴 と し て ， 時
間 や ， 転職 ・ 転居が自 由 で あ る こ と 等 の 他 に 生 活 ，
精神 の 自 立があ る 17） 。 中 で も 経済的 自 由 や ， 時 間 の
自 由 があ る た め ， 未婚者 で は ， ハ イ ジ ー ン モ ラ ー ル
に つ い て 充実感気分が得やすい と 予測 で き る 。 第 2
因 子 で は ， モ チ ベ ー タ ー モ ラ ー ル と の 聞 に 有意 な 正
の 相 関 を 示 し た 。 性別 よ り も 能力 に よ っ て 人材 を 登
用 し て ， 女性 に責任あ る 仕事 を 任せて い る 職場で は ，
未婚者 は フ ル タ イ ム で働 け る の で役職 に 就 き ， キ ャ
リ ア ウ ー マ ン コ ー ス を 進 ん で い る 人 も 多 い川 。 未 婚
者で 自 立 し て い る 看護婦 は仕事に対する 意欲が高い
と い う 結果 は こ れが表わ れ た も の と 考 え る 。 ま た ，
第 4 因 子 と モ チ ベー タ ー モ ラ ー ル と の 間 も 有意 な 正
の 相関 を 示 し た 。 労働者の新規学卒者 の労働観， 余
暇観に 関 す る 意識調査凶 』こ よ る と ， 女性の約 7 割 が
自 分 を 成長 さ せ る た め と し て い る 。 つ ま り ， 自 己実
現の場 と み な し て い る こ と か ら ， 時 間 的展望が高 い
と モ チ ベ ー タ ー モ ラ ー ル も 高 く な る こ と がい え る 。
ま た ， 未婚者 で は ， 仕事以外 に も 余裕があ り ， 既婚
者 よ り 仕事 に 打 ち 込みゃす い の で ， こ れ ら の 高 い 人
で は モ チ ベ ー タ ー モ ラ ー ルが高 く な る と も 考 え ら れ
る 。
一方， 未婚者で第 3 因 子 と ハ イ ジ ー ン モ ラ ー ル の
有意 な 負 の相 関 は ， 連帯意識が高 い程昇進 ・ 昇給へ
の満足が低い と い う こ と を 示 し て い る 。 連帯意識が
高 い と い う こ と は ， 関 係維持がで き て い る と い う こ
と であ り ， 他者 と 比較 し て 自 己 を 評価 で き る と い う
こ と が表 わ れ た も の と 解釈す る 。
ま た既婚者で は ， 第4因子 と モ チ ベ ー タ ー モ ラ ー
ル と の 聞 に 有意 な 正の 相 関 を 示 し た 。 こ の こ と は ，
既婚者 は 将 来 の 見通 し を 持 っ て い る 人 ほ ど仕事の必
要性 を 実感 し た り あ る い は 仕事が生 き がい と な り ，
時 間 的 展 望 の 高 い 人 で仕事への意欲が高 く 表 わ れ た
も の と 考 え る 。
こ れ ま で， 充実感の勤労意欲への影響 は 明 ら か に
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さ れて い な か っ たが， 以上の よ う に 仮説は肯定 さ れ ，
充実感の高い看護婦 は 勤労意欲が高 い こ と が判 明 し
た 。
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Summary 
The influence of fulfillment sentiment on 
the nurses’ morale was examined using mo・
rale scale and fulfillment sentiment scale in 
no po 
the study. A sample consisted of 122 nurses 
working in six public hospitals of Toyama 
prefecture. 
The multivariate statistical analyses as 
follows; 1 )  nurses’ morale (motivate morale 
and business criterion) was positively corre­
lated with the 4th factor ( perspective ) ,  2 )  
nurses’ morale ( hygiene morale) was posi­
tively correlated with the 1st factor ( fulfill­
ment sentiment ) ,  3) nurses’ morale (motivate 
morale) was positively correlated with the 2nd 
factor ( self-reliance, confidence ) ,  and 4 )  
nurses’ morale ( hygiene morale) was nega­
tively correlated with the 3rd factor ( solidar­
ity ) .  
The results suggested that nurses ’ morale 
is positively correlated to their fulfillment 
sentiment . 
